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1 はじめに
スポーツニュースでは，その日に行われた野球の試合

をダイジェストで紹介するのが一般的だが，ダイジェス
ト映像に含まれる各ハイライトシーンは極めて短時間で
あるため，そのシーンの前後を含め詳しく見たいという
要望が考えられる．そこで，スポーツニュース中のダイ
ジェスト映像のアナウンスコメントを解析して野球のス
コアデータと比較することにより，ダイジェストに含ま
れるハイライトシーンを，アーカイブされた同一試合の
中継映像から自動抽出する技術を開発し，検索型コンテ
ンツ視聴システムのプロ野球シーン検索機能として実装
した．その際，ハイライトシーンの特徴を制約として利
用することで，不完全な情報しか含まれないアナウンス
コメントから試合の状況を推定し，精度良くシーンを抽
出できることを確認した．

2 CurioViewシステム
筆者らは視聴者の興味を自然に拡げてくれる検索型

コンテンツ視聴スタイル CurioView[1]を提案している．
テレビというインターフェースの特徴を最大限に活か
し，視聴者が現在見ている番組に関連した他の番組や
映像をさりげなく検索し，推薦してくれる機能を持つ．
CurioViewシステムは大きく分けて，メタデータの付与・
管理を行うメタデータサーバ，関連コンテンツを検索す
る関連性検索エンジン，関連コンテンツを表示する表示
システムから構成されており，検索対象コンテンツや視
聴形態に応じて関連性検索エンジンや表示システムを
切り替えて運用できる．今回，スポーツニュースのダイ
ジェスト映像のアナウンスコメントと実際の試合状況を
記述したスコアデータとの関連性検索を行うエンジンを
試作し，Ｗ ebブラウザ上に表示する CurioViewシステ
ムにプロ野球映像推薦機能として実装した．CurioView
システムの構成を図 1に示す．

3 アナウンスコメントを利用したシーン検索
アナウンスコメントの言語情報および試合のスコア

データを解析することにより，ダイジェスト映像に含ま
れるハイライトシーンを中継映像から検索する手法につ
いて述べる．
3.1 試合メタデータ
野球の試合状況を詳細に記述したスコアデータはス

ポーツデータ配信会社によってリアルタイムに作成さ
れ，放送局における番組制作（野球中継時のスコア情報
表示）やインターネットのポータルサイトにおける情報
提供などに利用されている．今回，このスコアデータを
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独自形式の試合メタデータに変換し，1試合 1ファイル
の XMLファイル形式で蓄積した．この試合メタデータ
はピッチャーの１投球をシーンの最小単位（sceneUnit）
としており，sceneUnit単位で得点，SBOカウント，進
塁状況，投手，打者名，映像ファイル名，および開始点
のタイムコード情報などが記述されている．
3.2 イニング番号および選手名によるシーン同定
ダイジェスト映像におけるアナウンスコメントには，
イニング番号および選手名が含まれることが多い．そこ
で，あらかじめスコアデータから選手名のリストを抽出
し，アナウンスコメント中にイニング番号および選手名
が出現した場合にシーン検索処理を行った．アナウンス
コメントは 1文単位で処理され，各文にイニング番号を
示す「○回」という表現，および選手名が出現したとき
に検索処理を行う．どちらか一方だけが出現した場合に
は前の情報を引き継いで検索処理を行った．イニング番
号と選手名を利用したシーン検索処理を図 2に示す．
この関連性検索エンジンは，検索キーに対応した
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図 1 CurioViewシステムの構成

続いて注目の巨人ソフトバンク戦です。 
交流戦初優勝を目指すソフトバンクは６回大村。 
ランナーを１塁に置いた場面でした。 
失投を見逃さずに打てたというタイムリーツーベースヒット。 
２対２の同点に追いつきます。 
同点のまま７回ソフトバンクのマウンドは先発の和田。 
巨人は６番阿部。ノーアウトのランナーを出し嫌な流れ。 
ツーアウト３塁となって巨人は代打の小笠原。 
和田は踏ん張りどころ。 
ここは和田の気迫が勝り勝ち越しを許しません。 
ソフトバンクは８回ランナー２塁で松中。 
前進守備のセンターへの当たりでした。 
俊足の本多がホームを狙いますがタッチアウト。 
ホームベースが遠いソフトバンクあと１点が奪えません。 
９回ワンナウト２塁３塁でソフトバンクは本多。 
微妙なタイミングでしたがこれが決勝点。 
巨人に競り勝ったソフトバンク交流戦初優勝です。 
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図 2 イニング番号および選手名をキーとしたシーン検索
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Xpath を自動生成し，試合メタデータに適用すること
によって該当 sceneUnit を抽出する．6 回の大村選手の
打撃を検索する Xpathの例を図 3に示す．

/game/sceneUnit[substring(./@id,1,2)=“6”]
　　　 [situation/batter/name=“大村”]/@id

図 3 イニング番号および選手名をキーとした検索
Xpathの例

4 ハイライトシーンに関する制約の利用
ハイライトシーンの特徴を制約として結果をフィルタ

リングすることにより，シーン検索の精度を高めること
ができる．以下にその制約の種類とその内容を示す．

• 最終投球制約
ハイライトシーンとして選ばれるのは，必ず打席の
最後の投球になっている．そこで，打席の最後の投
球のみを検索するよう，生成される Xpathに制約を
加える．
• 投手除外制約
通常ある打席では同じ投手が投げ続けることが多い
ため，投手名での検索ではシーンの特定が困難であ
る．そこで，アナウンスコメント中に現れる選手名
が投手名であった場合には検索結果を除外する．
• 打順制約
「俊足の本多がホームを狙いますがタッチアウト」
といったランナーの名前が含まれるコメントの場
合，そのランナーが打席に立っていたときの打撃が
検索されてしまう．ある打撃が検索された次にその
前打者の打撃が検索された場合には，打順を考慮し
て前打者の打撃を除外する．

5 ハイライトシーン検索実験
実際の試合データからスポーツニュースで取り上げら

れたハイライトシーンを抽出する実験を行った．日本の
プロ野球の試合 6試合を対象として提案手法によるハイ
ライトシーン検索を行った結果を表 1に示す．

表 1 ハイライトシーン検索実験結果（6試合平均）

ダイジェストに含まれる
適合率 再現率

ハイライトシーン数
3.83 1.00 0.69

すべての試合で良好な適合率を得ることができたが，
特定のアナウンスコメントのパターンでは正しい該当
ハイライトシーンを抽出することができず，適合率が下
がっている．それらはすべて投手の好投シーンであり，
「この後は安定感のあるリリーフ神がしっかりと仕事を
果たしました」「得点を与えずしっかり役割を果たしま
す」といったように，シーンの情報がまったくアナウン
スコメントに現れないものであった．このようなシーン
は言語情報のみから特定することが不可能であり，検索
には映像の類似度などを用いた手法 [2]などを併用する
必要がある．

6 CurioViewシステムへの実装
開発したシーン検索エンジンの CurioView システム
への実装を行った．検索結果表示画面を図 4に示す．

1 

図 4 CurioViewシステムにおけるプロ野球映像推薦画面

中央の大きな映像が現在視聴しているスポーツニュー
スであり，ある特定試合のダイジェスト映像に入ったと
ころで検索処理が行われ，得られた sceneUnitに対応し
た試合映像がサムネイル表示される．視聴者はその興
味に応じてサムネイル画像をクリックすることにより，
アーカイブされた中継映像の該当ハイライトシーンを視
聴することが可能である．

7 おわりに
視聴しているスポーツニュースで紹介されたハイライ
トシーンを中継映像から自動的に検索し，推薦するシス
テムの試作について述べた．今回はダイジェスト映像に
含まれるシーンと同じシーンを検索する技術を提案し
たが，ハイライトシーンの前後のシーンや，ハイライト
シーンの状況を作るきっかけとなったシーンなどを検索
することでよりユーザの興味や理解を拡大するシステム
が実現できる．筆者らは野球オントロジーを用いたハイ
ライトシーン抽出技術を提案しており [3]，今後はその
技術を応用し，関連した他のハイライトシーンの抽出・
提示といったより高度なコンテンツ検索・推薦技術の検
討を進めていく．
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